
Title 二〇一一年度エン・ゲヴ遺跡(イスラエル)における発掘調査
Sub Title Excavations at Tel 'En Gev, Israel, 2011: a preliminary report
Author 杉本, 智俊(Sugimoto, David Tomotoshi)

間舎, 裕生(Kansha, Hiroo)
Publisher 三田史学会

Publication year 2012
Jtitle 史学 (The historical science). Vol.81, No.1/2 (2012. 3) ,p.191- 224 

JaLC DOI
Abstract
Notes 論文
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00100104-20120300-

0191

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

一
九
一　
（
一
九
一
）

１
．
は
じ
め
に

　

慶
應
義
塾
大
学
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
調
査
団
（
団
長　

杉
本
智

俊
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
に
位
置
す
る
エ
ン
・

ゲ
ヴ
遺
跡
に
お
い
て
二
〇
〇
九
年
度
か
ら
考
古
学
的
発
掘
調
査
を

行
っ
て
い
る
（
写
真
1
。Sugim
oto 2010

、
杉
本
・
間
舎
二
〇

一
〇
、
杉
本
・
間
舎
二
〇
一
一
参
照
）。
二
〇
一
一
年
度
は
、
八

月
一
日
か
ら
三
〇
日
ま
で
現
地
に
お
い
て
調
査
を
行
っ
た
。
結
果

の
詳
細
な
報
告
・
検
討
は
最
終
報
告
で
行
う
が
、
こ
こ
で
は
本
年

度
の
成
果
の
概
要
を
速
報
と
し
て
報
告
す
）
1
（
る
。

　

今
年
度
の
調
査
団
の
構
成
は
、
団
長
・
杉
本
智
俊
（
慶
應
義
塾

大
学
文
学
部
）、
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
・
間
舎
裕
生
（
慶
應
義

塾
大
学
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）、
三
戸
芽
（
慶
應
義
塾
大

学
文
学
研
究
科
修
士
課
程
）、
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
（
へ
ブ
ル
大

学
考
古
学
研
究
所
修
士
課
程
）、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
ス
ー
パ
ー
ヴ

ァ
イ
ザ
ー
・
岡
田
真
弓
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
後
期
博
士

課
程
）、
レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
・
佐
野
真
奈
美
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学

研
究
科
修
士
課
程
）、
遺
構
実
測
・
渡
部
展
也
（
中
部
大
学
人
文

学
部
）、
遺
物
実
測
・
平
川
敬
治
（
福
岡
市
教
育
委
員
会
）、
牧
野

久
実
（
鎌
倉
女
子
大
学
教
育
学
部
）、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
岡
田
真

弓
で
あ
っ
た
。
渡
部
は
地
理
学
的
調
査
、
岡
田
は
パ
ブ
リ
ッ
ク
考

古
学
的
調
査
を
兼
任
し
て
行
っ
た
。
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
側
リ
エ
ゾ
ン
も
務
め
た
。
こ
の
他
、
慶
應
義
塾
大
学
や

東
京
大
学
の
学
生
が
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
族

の
労
働
者
が
発
掘
作
業
補
助
員
と
し
て
参
加
し
た
。

　

本
調
査
団
の
調
査
区
は
、「
上
の
町
」
と
「
下
の
町
」
の
境
界

に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
南
側
斜
面
（
Ｇ
地
区
）
と
遺
跡
上
で
最
も

標
高
の
高
い
地
点
（
Ｈ
地
区
）
の
二
地
区
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生
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九
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（
一
九
二
）

今
年
度
は
三
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
年
と
し
て
、
す
で
に

昨
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
大
型
建
物
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
た

Ｈ
地
区
に
焦
点
を
絞
り
、
で
き
る
限
り
広
範
囲
を
発
掘
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
遺
構
の
構
造
把
握
を
試
み
た
。
Ｈ
地
区

で
は
、
昨
年
度
ま
で
に
Ｂ
11
、
Ｃ
9
、
Ｃ
10
、
Ｃ
11
、
Ｄ
10
、

Ｅ
10
の
６
グ
リ
ッ
ド
に
お
い
て
調
査
が
な
さ
れ
て
き
た
。
今

年
度
は
そ
れ
ら
に
隣
接
す
る
地
区
に
五
つ
の
グ
リ
ッ
ド
（
Ｂ

／
Ｃ
12
、
Ｂ
／
Ｃ
13
、
Ｄ
9
、
Ｄ
11
、
Ｄ
12
）
を
新
た
に
設

定
し
た
。
ま
た
、
Ｃ
11
及
び
Ｅ
10
グ
リ
ッ
ド
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
調
査
を
行
っ
た
。
以
下
に
、
上
層
か
ら
下
層
の
順

で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
遺
構
に
つ
い
て
報
告
し
、
そ
の
歴
史

的
意
義
を
検
討
す
る
。

２
．
二
〇
一
一
年
度
の
調
査
結
果

ａ
．
表
土
お
よ
び
表
土
直
下

　

表
土
は
現
代
の
盛
土
で
、
砂
利
に
よ
る
硬
質
の
層
が
場
所

に
よ
っ
て
は
厚
さ
一
〇
㎝
以
上
に
わ
た
っ
て
堆
積
し
て
い
）
2
（
た
。

表
土
直
下
の
層
か
ら
は
い
く
つ
も
の
掘
り
込
み
が
確
認
さ
れ

た
ほ
か
、
含
ま
れ
て
い
る
土
器
も
鉄
器
時
代
か
ら
オ
ス
マ
ン

帝
国
時
代
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
か
な
り
の
攪

乱
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｂ
／
Ｃ
12
と
Ｄ
12
か
ら

写真 1　エン・エヴ遺跡全景
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エ
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調
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九
三
）

は
石
組
の
墓
（
Ｌ
669
、
Ｌ
712
）
が
出
土
し
た
。
こ
の
よ
う
な
墓
は

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
初
の
例
で
あ
る
が
、
人
為
物
の
副
葬
品
は
な

く
、
造
ら
れ
た
時
代
の
特
定
は
困
難
だ
っ
た
。

ｂ
．
第
Ⅰ
層
（
図
１
）

　

第
Ⅰ
層
は
、
二
〇
〇
九
年
度
の
調
査
に
お
い
て
Ｃ
9
、
Ｃ
10
、

Ｄ
10
か
ら
出
土
し
た
二
つ
の
遺
構
（
Ｗ
505+

516
、
Ｗ
508+

509
）
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
そ
れ
ぞ
れ
石
一
段
か
ら
な

る
幅
約
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
壁
で
あ
り
、
比
較
的
大
き
な
建

物
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
年
度
の
調
査
で
は
、

Ｄ
9
、
Ｄ
11
及
び
Ｂ
／
Ｃ
12
／
13
か
ら
出
土
し
た
遺
構
が
第
Ⅰ
層

に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ｄ
9
か
ら
は
、
グ
リ
ッ
ド
の
東
の
畔
に
沿
う
よ
う
に
、
南
北
方

向
の
壁
Ｗ
652
が
出
土
し
た
（
写
真
２
）。
出
土
し
た
標
高
は
マ
イ

ナ
ス
一
九
九
・
五
〇
〇
〜
マ
イ
ナ
ス
一
九
九
・
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル

で
、
す
で
に
Ｄ
10
か
ら
出
土
し
て
い
た
Ｗ
509
と
同
一
も
の
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
、
Ｗ
652
に
取
り
つ
く
床
面
（
Ｌ
660
）
も
出
土
し
、
直

上
か
ら
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
土
器
が
多
数
検
出
さ
れ
た
。
第
Ⅰ

層
の
遺
構
に
取
り
つ
く
床
が
こ
れ
だ
け
明
確
に
確
認
で
き
た
の
は

こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
グ
リ
ッ
ド
の
南
端
か
ら
は

東
西
方
向
の
壁
Ｗ
667
が
出
土
し
た
が
、
Ｗ
652
よ
り
も
標
高
が
高
い

写真 2　D 9 第Ⅰ層の床
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図 1　第Ⅰ層平面図



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

一
九
五　
（
一
九
五
）

上
、
両
者
は
直
交
し
な
い
た
め
、
同
時
期
の
も
の
と
は
考
え
に
く

い
。
二
〇
〇
九
年
度
の
調
査
に
お
い
て
も
、
Ｗ
505+

516
と
Ｗ
508
と

の
切
り
合
い
関
係
か
ら
、
第
Ⅰ
層
に
は
二
時
期
あ
る
と
考
え
ら
れ

た
。
今
回
の
Ｄ
9
の
調
査
結
果
は
、
そ
の
可
能
性
を
裏
づ
け
る
も

の
と
い
え
よ
う
。

　

調
査
区
の
南
側
の
Ｂ
／
Ｃ
13
か
ら
は
、
南
北
方
向
の
壁
Ｗ
669
が

出
土
し
た
。
そ
の
上
端
の
標
高
は
第
Ⅱ
層
の
Ｗ
658+

684
と
ほ
ぼ
同

じ
（
マ
イ
ナ
ス
一
九
九
・
八
四
〇
メ
ー
ト
ル
周
辺
）
で
あ
る
が
、

石
が
二
段
程
度
し
か
な
い
点
が
異
な
る
。
Ｗ
669
は
Ｗ
658+

684
よ
り

も
浅
い
地
点
か
ら
造
ら
れ
て
お
り
、
Ｗ
658
＋
684
よ
り
も
遅
い
時
代

の
建
築
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
Ｂ
／
Ｃ
12
で
も
、
不
完
全
な

南
北
方
向
の
壁
と
思
わ
れ
る
Ｗ
689
と
二
本
な
い
し
三
本
の
東
西
方

向
の
壁
Ｗ
676
、
Ｗ
677
、
Ｗ
687
が
出
土
し
た
（
標
高
マ
イ
ナ
ス
二
〇

〇
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
周
辺
）。
い
ず
れ
も
石
一
〜
二
段
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｗ
676
以
外
の
壁
は
特
に
残
存
状
況
が
悪
く
、

正
確
な
状
況
は
理
解
で
き
な
い
。
Ｗ
677
と
Ｗ
687
は
同
一
直
線
状
に

位
置
し
て
お
り
、
そ
の
延
長
線
上
の
土
に
は
レ
ン
ガ
の
堆
積
が
見

ら
れ
た
た
め
、
本
来
は
一
つ
の
壁
を
形
成
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
現
状
で
は
、
Ｗ
676
、
Ｗ
687
＋
677
と
Ｗ
689
は
直
交
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
壁
の
周
囲
の
土
（
Ｌ
686
、
Ｌ
688
、
Ｌ

690
）
は
覆
土
の
み
で
床
は
検
出
さ
れ
ず
、
土
器
も
ほ
と
ん
ど
出
土

し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
遺
構
の
使
用
時
期
に
つ
い

て
も
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
Ｗ
669
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、

Ｗ
658+

684
に
先
行
す
る
遺
構
だ
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

Ｄ
11
か
ら
も
、
標
高
マ
イ
ナ
ス
一
九
九
・
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
周

辺
か
ら
東
西
方
向
の
壁
Ｗ
692
が
出
土
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
長

さ
約
二
メ
ー
ト
ル
し
か
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
周
囲
の
調
査
区
か

ら
こ
れ
と
関
係
す
る
遺
構
も
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
性
格

は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
年
度
の
調
査
で
は
、
調
査
区
北
側
部
分
か

ら
第
一
層
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
明
確
な
床
と
壁
に
よ
る
遺
構

（
Ｄ
9
）
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
た

第
一
層
の
壁
と
同
一
の
建
物
を
構
成
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
以
外
の
地
区
か
ら
出
土
し
た
壁
は
、
一
応
第
Ⅰ
層
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
の
、
残
存
状
況
が
悪
く
、
層
位
関
係
は
不

確
実
で
、
遺
構
の
構
造
も
十
分
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

昨
年
度
ま
で
の
初
期
報
告
で
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
構
の

下
の
ピ
ッ
ト
群
を
ペ
ル
シ
ア
時
代
の
も
の
と
し
、
第
Ⅱ
層
と
定
義

し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
ピ
ッ
ト
群
に
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
か

ら
鉄
器
時
代
の
遺
物
が
混
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
上
の
土
層

も
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の
深
さ
が
あ
り
、
堆
積
の
変
化
も
認
め
ら
れ

る
が
、
遺
構
は
ま
っ
た
く
検
出
さ
れ
ず
、
土
器
も
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
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代
か
ら
鉄
器
時
代
の
も
の
が
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ど
の

時
点
か
ら
ペ
ル
シ
ア
時
代
に
移
っ
た
の
か
は
今
年
度
の
調
査
で
も

明
確
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ピ
ッ
ト
群

は
ペ
ル
シ
ア
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
が
、
ヘ
レ
ニ

ズ
ム
時
代
の
層
位
と
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
本
報
告

で
は
両
者
を
合
わ
せ
て
第
Ⅰ
層
と
し
て
報
告
す
る
。
結
果
と
し
て

第
Ⅱ
層
は
、
ピ
ッ
ト
群
の
下
か
ら
出
土
し
た
漆
喰
の
床
を
中
心
と

し
た
遺
構
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ｃ
．
第
Ⅱ
層
（
図
２
）

　

第
Ⅱ
層
に
関
し
て
は
、
昨
年
度
ま
で
に
比
較
的
分
厚
い
漆
喰
の

層
と
埋
土
の
層
が
二
回
な
い
し
三
回
繰
り
返
し
堆
積
し
て
い
る
様

子
が
調
査
区
の
北
側
部
分
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
特
に
Ｃ
10
と
Ｄ

10
で
は
そ
れ
ら
が
非
常
に
良
好
な
状
態
で
検
出
さ
れ
て
い
た
。
今

年
度
の
調
査
で
も
、
こ
の
漆
喰
と
埋
土
の
層
が
検
出
さ
れ
、
特
に

Ｄ
9
に
お
い
て
そ
の
状
況
を
精
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
も
上
の
漆
喰
の
層
（
Ｌ
696
）
は
、
標
高
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・

一
七
五
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
厚
さ
五
〜
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
検

出
さ
れ
て
お
り
、
直
径
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
小
石
が

混
和
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
床
だ
と
考
え
ら
れ
る

が
、
二
〇
〇
九
年
度
に
検
出
さ
れ
た
Ｃ
10
及
び
Ｄ
10
の
床
と
同
様
、

後
代
の
掘
り
込
み
に
よ
っ
て
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

床
直
上
の
覆
土
（
Ｌ
675
、
Ｌ
683
）
か
ら
は
鉄
器
時
代
Ⅱ
Ｂ
期
末
の

土
器
が
出
土
し
て
い
る
。

　

Ｌ
696
の
下
に
は
、
褐
色
の
土
の
層
（
Ｌ
710
）
が
約
二
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
い
た
。
こ
の
層
か
ら
遺
物
は
ほ
と

ん
ど
出
土
し
な
い
の
で
、
こ
れ
は
自
然
堆
積
で
は
な
く
、
漆
喰
の

床
を
敷
く
た
め
の
基
礎
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
漆
喰
の

床
と
埋
土
の
構
造
は
Ｃ
10
や
Ｄ
10
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

埋
土
の
下
か
ら
は
第
二
の
漆
喰
の
層
（
Ｌ
725
）
が
出
土
し
た
。
Ｌ

725
は
、
Ｌ
696
に
比
べ
て
混
入
し
て
い
る
石
の
直
径
が
大
き
く
多
量

で
、
摩
耗
し
た
土
器
片
を
多
く
含
ん
で
い
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

Ｌ
725
の
直
上
に
は
覆
土
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遺
物

も
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
漆
喰
の
層
は
、
も
う
一
つ

の
床
で
は
な
く
基
礎
の
一
部
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
と
同
様
の
重
層
構
造
は
Ｄ
11
と
Ｄ
12
か
ら
も
出
土
し
た
が
、

Ｄ
12
で
は
後
代
の
破
壊
が
顕
著
で
、
部
分
的
に
し
か
確
認
で
き
な

か
っ
た
（
Ｌ
719
、
Ｌ
721
）。
一
方
、
Ｄ
11
で
は
上
層
の
漆
喰
の
層

（
床
、
Ｌ
731
）
と
下
層
の
漆
喰
の
層
（
Ｌ
769
）
の
間
か
ら
排
水
設

備
（
Ｌ
744
）
が
出
土
し
た
（
写
真
３
）。
Ｌ
744
は
、
平
ら
で
粗
く

整
形
さ
れ
た
石
を
一
列
に
並
べ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
両
側
に

は
同
様
の
石
が
板
状
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
幅
は
約
二
〇
セ
ン
チ
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図 2　第Ⅱ層平面図
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査

一
九
九　
（
一
九
九
）

メ
ー
ト
ル
で
、
矩
形
の
断
面
を
し
て
お
り
、
そ
の
上
部
も
ひ
と
ま

わ
り
大
き
な
平
ら
な
石
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
全
体
は
、
北
か
ら
南

へ
向
か
っ
て
わ
ず
か
に
傾
斜
し
て
い
た
。
こ
の
設
備
の
上
部
は
上

層
の
漆
喰
の
層
（
床
、
Ｌ
731
）
と
接
し
て
い
た
の
で
、
そ
の
地
下

に
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
そ
の

下
端
は
下
層
の
漆
喰
の
層
（
Ｌ
769
）
と
接
し
て
い
た
（
写
真
４
）。

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
漆
喰
の
層
は
、
時
期
差
で
は

な
く
同
一
時
期
の
構
造
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
Ｄ
11
の
南
西
角
付
近
か
ら
は
二
つ
の
壁
（
Ｗ
730
、

Ｗ
750
）
が
出
土
し
た
（
写
真
５
）。
東
西
方
向
の
壁
Ｗ
730
は
お
そ

ら
く
Ｃ
11
出
土
の
Ｗ
612
か
ら
連
続
す
る
も
の
で
、
Ｗ
750
と
直
交
す

る
。
こ
れ
ら
の
壁
は
上
層
の
漆
喰
と
接
し
て
お
り
、
そ
の
漆
喰
の

床
や
排
水
設
備
と
同
時
期
の
遺
構
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
南
側
の
Ｂ
／
Ｃ
13
の
南
東
角
か
ら
も
、
幅
約
七
〇
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
壁
で
で
き
た
遺
構
Ｗ
658+

684
が
出
土
し
た
。
こ
れ

ら
の
壁
の
基
礎
は
、
第
Ⅲ
層
の
Ｗ
709
や
Ｗ
767
を
壊
し
て
そ
の
下
ま

で
達
し
て
お
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
ら
二
つ
の
壁
に
囲
ま
れ
た
場
所
か
ら
は
床
と
思
わ
れ
る

硬
い
面
が
二
面
出
土
し
た
。
上
層
（
Ｌ
659
）
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス

二
〇
〇
・
〇
六
一
ｍ
、
下
層
（
Ｌ
756
）
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
六

八
八
ｍ
で
あ
る
。
Ｗ
658+

684
は
、
二
時
期
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ

写真 4　排水設備と2枚の漆喰の層（北側から）
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て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
遺
構
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
壁
の
造
り
方
や
方
向
、
標
高
は
Ｗ
730
及
び
Ｗ
750
と
共

通
し
て
お
り
、
同
時
代
の
建
築
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

同
様
に
Ｂ
／
Ｃ
12
の
試
掘
溝
か
ら
も
、
南
北
方
向
の
壁
Ｗ
785
が

出
土
し
た
。
幅
は
約
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
出
土
し
た
標
高

か
ら
も
第
Ⅱ
層
の
Ｗ
730+

750
等
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

遺
構
の
構
造
は
、
周
囲
か
ら
同
時
期
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
な

い
の
で
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
Ⅱ
層
の
遺
構
、
特
に
漆
喰
の
床
と
そ
れ
に

取
り
つ
く
建
物
に
関
す
る
解
釈
は
、
昨
年
度
ま
で
と
比
べ
て
大
き

く
変
化
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
上
層
の
漆
喰
の
床
と
西
側
斜
面
の

建
物
が
関
連
し
て
い
る
と
の
推
測
の
も
と
に
、
両
者
を
同
一
層
位

中
の
亜
層
と
し
て
扱
っ
て
い
た
が
、
今
年
度
の
調
査
で
上
の
二
つ

の
漆
喰
の
層
は
排
水
設
備
や
そ
の
西
側
の
壁
と
同
時
期
の
床
と
そ

の
基
礎
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
漆
喰
の
床
は
、

Ｃ
10
、
Ｃ
11
、
Ｄ
9
、
Ｄ
10
、
Ｄ
11
、
Ｅ
10
と
少
な
く
と
も
六
つ

の
グ
リ
ッ
ド
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
12 

で
も
部
分
的
に
知
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
広
が
り
を
考
え
る
と
、
こ
れ
は
な
ん
ら

か
の
公
共
的
な
性
格
を
持
つ
広
場
か
中
庭
の
遺
構
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
排
水
溝
や
壁
の
上
質
な
つ
く

り
か
ら
も
支
持
さ
れ
る
。

写真 5　第Ⅱ層の壁（W730、W750）（北側から）
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第
Ⅲ
層
の
遺
構
は
、
テ
ル
の
西
側
斜
面
か
ら
出
土
し
た
大
型
の

建
物
が
中
心
で
あ
る
（
表
１
参
照
）。
そ
の
東
側
に
は
攪
乱
が
深

く
は
い
っ
て
お
り
、
こ
の
層
位
の
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
建
物
に
関
し
て
は
、
す
で
に
昨
年
度
の
調
査
で
、
Ｂ
11
お

よ
び
Ｃ
11
か
ら
幅
約
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
東
西
方
向
の
壁

Ｗ
582+

633
と
そ
れ
に
取
り
つ
く
石
敷
574+

575
が
出
土
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
（
一
九
六
一
年
）
で
検
出
さ
れ
た

Ａ
13
の
東
西
方
向
の
二
本
の
壁
（
昨
年
度
、
Ｗ
639
、
Ｗ
640
と
い
う

ロ
ー
カ
ス
番
号
を
付
し
た
）
と
と
も
に
、
同
一
の
建
物
を
構
成
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
た
。
Ｂ
11
と
Ｃ
11
の
間
の
畔

か
ら
も
、
Ｗ
582+

633
と
直
交
す
る
よ
う
な
南
北
方
向
の
壁
の
側
面

が
露
出
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
推
測
は
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
た
。
今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
壁
を
つ
な
ぐ
部
分
Ｂ
／
Ｃ
11

〜
13
を
調
査
し
、
こ
れ
ら
は
実
際
に
一
つ
の
大
型
建
物
の
一
部
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
建
物
が
ど
の
よ
う
な
構
造
に
な
っ

て
い
た
か
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

ま
ず
昨
年
度
か
ら
側
面
が
露
出
し
て
い
た
南
北
方
向
の
壁
（
Ｗ

671
）
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
Ｂ
11
と
Ｃ
11
の
間
の

畔
を
取
り
外
し
）
3
（
た
（
写
真
６
）。
Ｗ
671
は
Ｗ
582+

633
と
直
角
に
接

し
て
お
り
、
一
つ
の
建
物
の
東
西
方
向
の
壁
と
南
北
方
向
の
壁
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
Ｗ
671
は
Ｗ
582+

633
よ
り
北
側
に
は
延

長
し
て
お
ら
ず
、
南
北
方
向
の
壁
は
こ
こ
が
北
端
だ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
ひ
と
つ
の
構
造
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

Ｗ
671
は
後
づ
け
の
も
の
で
あ
り
、
最
大
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
上
端
の
標
高
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
基
礎
の
深
さ
に
関
し

て
も
、
Ｗ
671
は
石
二
段
分
し
か
な
い
の
に
対
し
、
Ｗ
582+

633
は
下

端
が
検
出
で
き
な
い
ほ
ど
深
い
位
置
か
ら
造
ら
れ
て
い
た
。

　

Ｂ
／
Ｃ
12
と
Ｂ
／
Ｃ
13
か
ら
は
、
Ｗ
671
か
ら
連
続
す
る
南
北
の

壁
Ｗ
734+

737+

709
と
、
そ
れ
に
取
り
つ
く
東
西
の
壁
Ｗ
733
、
Ｗ
773
、

Ｗ
767
が
出
土
し
た
（
写
真
７
。
標
高
は
そ
れ
ぞ
れ
約
マ
イ
ナ
ス
二

〇
〇
・
五
〇
〇
〜
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
）。
Ｗ
767
以
南
か
ら
は
壁
が

出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
Ｗ
767
が
南
端
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｗ
582
＋
633
が
北
端
で
あ
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
考
え
る
と
、
こ
の
遺

構
は
単
に
市
壁
の
一
部
と
い
う
よ
り
も
、
独
立
し
た
大
型
建
物
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
は
、
南
北
約
一
五
メ
ー
ト
ル
の
大
規

模
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
壁
の
幅
は
約
一
二

〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
同
一
規
格
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
こ
と

が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｗ
773
と
Ｗ
767
は
そ
れ
ぞ
れ
マ
ザ
ー

ル
ら
が
検
出
し
た
Ｗ
640
、
Ｗ
639
の
連
続
で
あ
り
、
長
さ
は
一
五
メ

ー
ト
ル
以
上
、
お
そ
ら
く
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
、
基
礎
の
深
さ
も

二
メ
ー
ト
ル
以
上
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
南
北
の
壁
の
深
さ
が
一
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〇
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（
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〇
三
）
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（
二
〇
四
）



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
〇
五　
（
二
〇
五
）

メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な
い
点
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
様

相
は
Ｗ
582+

633
と
Ｗ
671
と
の
関
係
と
共
通
す
る
。

　

建
物
南
側
の
Ｗ
709
、
Ｗ
773
、
Ｗ
767
で
囲
ま
れ
た
部
分
は
お
そ
ら

く
部
屋
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
石
敷
704
が
出
土
し
た
。
同

じ
石
敷
の
断
面
は
、
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
区
（
Ａ
13
、
昨
年
度
Ｌ

641
と
い
う
ロ
ー
カ
ス
番
号
を
付
し
た
）
か
ら
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

石
敷
704
は
平
坦
で
は
な
く
、
Ｗ
709
の
石
敷
の
上
に
乗
り
あ
が
っ
て

い
る
部
分
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
後
代
の
掘
り
込
み
（
Ｌ

700
、
Ｌ
787
）
や
木
の
根
が
入
り
込
ん
で
破
壊
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
Ａ
13
の
断
面
を
見
る
と
、
こ
の
石
敷
き
の
下
に
一
メ
ー
ト
ル

以
上
の
土
砂
が
埋
土
と
し
て
入
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
と
同
様
の
石
敷
き
は
、
こ
の
建
物
北
側
部
分
か
ら
も
昨
年
度

確
認
さ
れ
て
お
り
（
石
敷
き
545
＋
544
）、
そ
の
下
に
も
埋
土
が
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
お
そ
ら
く
東
西
方
向
に
四

本
走
る
幅
約
一
二
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
壁
は
テ
ル
の
西
側
斜
面

を
か
さ
上
げ
す
る
た
め
の
土
盛
り
工
事
の
擁
壁
と
し
て
最
初
に
造

ら
れ
、
そ
の
上
に
第
二
段
階
と
し
て
南
北
方
向
の
壁
が
設
置
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
）
（
（
る
。
も
し
こ
の
仮
定
が
正
し
い
と
す
る
と
、
四

本
の
東
西
の
壁
の
さ
ら
に
西
側
に
南
北
方
向
に
走
る
壁
が
必
要
だ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
壁
は
、
我
々
の
調
査
に
よ
っ
て

も
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
も
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
キ

ブ
ツ
の
人
々
が
水
道
工
事
を
し
た
際
、
遺
跡
西
側
の
道
路
の
下
か

ら
南
北
方
向
の
大
き
な
石
の
壁
を
発
見
し
て
い
る
。
そ
の
写
真
も

残
っ
て
い
る
（
写
真
８
参
照
）
の
で
、
こ
の
推
定
に
は
そ
れ
な
り

の
根
拠
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
か
さ
上
げ
さ
れ
た
建

築
は
、
防
御
施
設
と
し
て
の
威
容
を
示
す
役
目
を
果
た
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
上
に
は
独
立
し
た
建
物
が
立
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
（
以
下
参
照
）。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
東
西
方
向
の
壁

と
南
北
方
向
の
壁
の
高
さ
の
ず
れ
は
、
時
期
の
違
い
よ
り
も
工
法

の
手
順
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。

　

Ｗ
733
と
Ｗ
773
に
関
し
て
は
、
Ｗ
582
＋
633
と
同
様
、
南
北
の
壁
の

下
を
通
っ
て
さ
ら
に
東
ま
で
続
い
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
二
つ
の
壁
の
東
端
も
、
Ｗ
633
の
東
端
同
様
、
破
壊

さ
れ
て
い
て
残
っ
て
い
な
い
が
、
建
物
は
さ
ら
に
東
側
へ
続
い
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
壁
は
控
え
壁
の
よ
う
な
形
で
つ
き

だ
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
こ
の
建
物
の
西
側
と
合
致
す
る

よ
う
に
三
つ
の
部
屋
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
場
合
は
、

Ｃ
11
の
試
掘
溝
か
ら
出
土
し
た
南
北
方
向
の
壁
Ｗ
791
が
こ
の
建
物

の
東
側
を
閉
じ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
Ｗ
773
の
北
面
を
詳
し
く
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
上
部
二
段
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二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
〇
九　
（
二
〇
九
）

に
は
直
径
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
石
が
使
用
さ
れ
て
い
る

の
に
対
し
、
三
段
目
以
下
は
比
較
的
小
さ
な
石
が
使
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
Ｗ
773
の
北
側
に
は
大
き
な
平
ら
な
石
が
二

枚
、
段
差
を
な
し
て
敷
か
れ
て
い
た
。
構
造
か
ら
考
え
て
、
階
段

だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

建
物
北
側
の
Ｗ
734+
737
か
ら
は
、
北
西
へ
向
か
っ
て
弧
を
描
く

よ
う
に
曲
が
っ
た
壁
Ｗ
735
が
出
土
し
た
。
Ｗ
735
の
幅
は
約
五
〇
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
一
〜
二
段
の
石
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
735

が
Ｗ
734+

737
に
取
り
つ
い
て
い
る
部
分
は
、
大
き
く
え
ぐ
ら
れ
た

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
後
代
に
Ｗ
735
が
南
北
の
壁
（
Ｗ

734+

737
）
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
北
側
に
あ

る
Ｂ
11
の
石
敷
き
（
Ｌ
574+

575
）
の
上
に
も
、
よ
く
似
た
壁
Ｗ
573

が
載
っ
て
い
る
。
標
高
は
異
な
る
が
、
こ
れ
も
二
次
的
な
改
変
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
様
に
、
建
物
南
側
の
石
敷
き
704
に
も
、
後
代
に
な
っ
て
東
西

方
向
の
壁
Ｗ
720
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
720
は
Ｗ
767
の
北
辺
に
沿

っ
て
平
行
に
造
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
き
ら
か
に
石
敷
き
の
上
に
の

っ
て
お
り
、
南
北
の
壁
（
Ｗ
709
）
を
そ
の
南
端
部
分
で
壊
し
て
い

る
の
で
後
代
の
改
変
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｗ
709
の
東
辺
に
も
、
東

西
方
向
の
壁
Ｗ
707
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
707
は
Ｗ
709
の
上
端
に

接
す
る
よ
う
に
取
り
つ
い
て
い
る
が
、
調
査
で
は
一
メ
ー
ト
ル
程

度
の
長
さ
し
か
検
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
構
造
は
不
明
で

あ
る
。
南
北
の
壁
の
最
も
南
側
部
分
（
Ｗ
709
の
部
分
）
の
表
面
に

は
、
直
径
一
〇
〜
一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
石
が
敷
か
れ

て
い
た
。
こ
う
し
た
構
造
は
こ
の
連
続
し
た
壁
の
よ
り
北
側
部
分

に
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
部
分
も
後
代
に
改
修
さ
れ
た
可

能
性
が
あ
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
東
西
一
五
メ
ー
ト
ル

以
上
、
お
そ
ら
く
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
、
南
北
約
一
五
メ
ー
ト
ル

の
大
型
建
築
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
北
方
向
の
壁
は
、
Ｗ
582

＋
633
よ
り
北
に
は
連
続
し
て
お
ら
ず
、
Ｗ
767
よ
り
南
に
も
連
続
し

て
い
な
い
。
内
部
に
は
、
壁
に
よ
っ
て
約
四
メ
ー
ト
ル
間
隔
（
内

径
）
で
仕
切
ら
れ
た
三
つ
の
部
屋
が
存
在
し
、
南
北
両
端
の
部
屋

に
は
石
敷
き
が
あ
っ
た
。
東
西
方
向
の
壁
（
Ｗ
582
、
Ｗ
733
、
Ｗ
773
、

Ｗ
767
）
は
南
北
方
向
の
壁
よ
り
も
東
に
突
き
出
し
て
い
た
。
こ
れ

ら
は
控
え
壁
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
と
、
さ
ら
に
東
側
に

建
物
を
閉
じ
る
壁
が
存
在
し
、
そ
の
間
に
西
側
部
分
と
対
応
す
る

三
つ
の
部
屋
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
こ
の
建
物
の
基
礎
部
は
テ
ル
西
端
に
そ
そ
り
立
つ
よ

う
に
入
れ
ら
れ
た
盛
り
土
の
擁
壁
と
し
て
機
能
し
て
い
た
が
、
単

な
る
防
御
用
の
市
壁
で
は
な
く
、
そ
の
上
に
独
立
し
た
大
型
建
築
、

お
そ
ら
く
公
共
建
造
物
が
建
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
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の
こ
と
は
石
敷
き
の
存
在
や
建
物
が
独
立
し
て
い
た
こ
と
が
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
改
変
作
業
の
様
子
か
ら
判
断
す
る
と
、
そ
の
よ

う
な
作
業
を
必
要
と
す
る
ぐ
ら
い
長
い
期
間
用
い
ら
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
二
時
期
に
分
け
る
こ
と
が
適
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
壁
に
と
り
つ
く
床
は
石
敷
き
（
575+

574
及
び
704
）
の

他
検
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
包
含
遺
物
も
少
量
な
の
で
、
遺
構
の
正

確
な
使
用
時
期
は
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
下
の
第
Ⅳ
層

が
前
一
一
─
一
〇
世
紀
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
土
器
や
放
射
性
炭

素
年
代
か
ら
知
ら
れ
て
お
）
5
（
り
、
こ
の
上
に
も
う
一
層
、
ア
ッ
シ
リ

ア
に
よ
る
攻
撃
の
直
前
（
前
八
世
紀
）
の
層
（
第
Ⅱ
層
）
が
存
在

す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
第
Ⅲ
層
は
前
九
世
紀
を
中
心
と
し

た
層
だ
と
判
断
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
改
築
が
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
そ
の
使
用
期
間
は
短
く
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

ｅ
．
第
Ⅳ
層
（
図
４
）

　

第
Ⅳ
層
に
属
す
る
遺
構
と
し
て
は
、
昨
年
度
ま
で
に
「
調
理

場
」
と
思
わ
れ
る
部
屋
が
Ｃ
10
お
よ
び
Ｄ
10
で
確
認
さ
れ
て
い
た

（
写
真
９
）。
特
に
Ｄ
10
で
は
、
三
基
の
竈
と
そ
れ
に
伴
う
床
（
Ｌ

580

）、
そ
の
上
か
ら
大
量
の
土
器
や
植
物
遺
存
体
が
原
位
置
を
保

っ
た
状
態
で
出
土
し
）
6
（
た
。
今
年
度
は
、
こ
の
「
調
理
場
」
遺
構
の

周
辺
か
ら
複
数
の
部
屋
が
出
土
し
、
そ
れ
ら
を
含
む
大
き
な
建
物

の
外
壁
も
検
出
さ
れ
た
。
建
物
の
外
壁
は
、
幅
約
一
八
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
堅
固
な
も
の
で
、
お
そ
ら
く
公
共
建
造
物
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
建
物
は
、
第
Ⅲ
層
の
公
共
建
造
物
と
は
ま
っ

た
く
異
な
る
プ
ラ
ン
で
建
て
ら
れ
て
い
た
（
表
２
参
照
）。

　

建
物
の
外
壁
は
、
ま
ず
Ｃ
11
か
ら
、
幅
約
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
南
北
方
向
の
壁
Ｗ
743
が
出
土
し
た
（
写
真
10
ａ
）。
そ
の

北
端
は
第
Ⅲ
層
の
Ｗ
633
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま

で
出
土
し
た
ど
の
壁
よ
り
も
厚
い
も
の
で
あ
る
。
Ｄ
12
で
も
、
同

じ
く
幅
約
一
八
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
東
西
方
向
の
壁
Ｗ
786
が
出

土
し
た
（
写
真
10
ｂ
）。
こ
れ
は
Ｂ
／
Ｃ
13
出
土
の
Ｗ
782
に
連
続

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
壁
の
南
側
は
、
階
段
状
に
二
段
下
が

っ
て
い
た
。
Ｗ
743
と
Ｗ
782+

786
の
交
点
は
検
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、

こ
れ
ら
は
直
交
す
る
と
推
測
さ
れ
、
大
型
建
築
の
一
部
を
な
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
Ｗ
786
と
Ｗ
782
の
北
側
は
残

存
状
況
が
よ
く
な
く
、
明
確
な
床
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

Ｄ
12
の
東
端
で
は
、
Ｗ
786
と
直
交
す
る
と
思
わ
れ
る
壁
Ｗ
772
が

検
出
さ
れ
た
。
ま
た
Ｗ
786
の
北
側
（
お
そ
ら
く
建
物
の
内
側
）
か

ら
は
、
そ
れ
と
平
行
す
る
壁
Ｗ
771
が
出
土
し
た
。
し
か
し
、
Ｗ
771

と
Ｗ
786
の
距
離
は
二
メ
ー
ト
ル
程
度
し
か
な
く
、
こ
れ
ら
の
関
係

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
の
建
物
の
北
側
部
分
で
は
、「
調
理
場
」
遺
構
Ｄ
10
の
東
の
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一
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度
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ス
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一
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図 （　第Ⅳ層平面図
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Ｅ
10
か
ら
Ｗ
554
と
平
行
に
走
る
南
北
方
向
の
壁
Ｗ
673
が
出
土
し
た

（
図
４
）。
上
端
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル

付
近
で
あ
り
、
Ｗ
554
と
同
一
で
あ
る
。
さ
ら
に
グ
リ
ッ
ド
の
北
端

か
ら
は
Ｗ
673
に
直
交
す
る
東
西
の
壁
Ｗ
792
が
出
土
し
た
。
Ｗ
673
と

Ｗ
792
に
接
す
る
床
（
Ｌ
723
）
の
標
高
は
マ
イ
ナ
ス
二
〇
一
・
三
〇

〇
メ
ー
ト
ル
付
近
で
あ
り
、
Ｄ
10
の
Ｌ
580
の
標
高
と
一
致
す
る
。

こ
こ
か
ら
は
完
形
の
調
理
鍋
一
点
と
擂
り
石
が
数
点
検
出
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド
の
北
西
角
か
ら
は
床
に
掘
り
込
ま
れ
た

円
形
の
石
組
み
設
備
（
Ｌ
724
、
写
真
11
ａ
）
が
出
土
し
た
。
こ
の

設
備
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
土
器
が
検
出
さ
れ
ず
、
機
能
は
不
明
で
あ

る
が
、
鉄
製
の
斧
が
出
土
し
た
。
Ｗ
792
は
畔
に
入
り
込
ん
で
い
る

た
め
に
全
体
像
は
不
明
で
あ
る
が
、
Ｗ
554
と
直
交
す
る
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｌ
723
は
「
調
理
場
」
と
考
え
ら
れ
る
Ｌ
580
の

東
に
隣
接
す
る
部
屋
で
、
や
は
り
調
理
と
関
係
す
る
機
能
を
も
っ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｌ
723
を
掘
り
抜
い
た
と
こ
ろ
、
別
の
東
西
方
向
の
壁

Ｗ
775
が
出
土
し
た(

写
真
11
ｂ)

。
Ｗ
775
は
Ｗ
673
の
下
に
入
り
込
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
よ
り
も
前
の
時
期
の
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
周
辺
か
ら
は
後
期
青
銅
器
時
代
〜
鉄
器
時
代
Ⅰ
期

の
型
式
の
調
理
鍋
や
二
色
彩
文
土
器
の
土
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
遺
構
の
始
ま
り
が
少
な
く
と
も
鉄
器
時
代
Ⅰ
期
に
ま
で
遡
る

写真 9　2010年度に発掘された「調理場」遺構（D10）
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表 2　「調理場」遺構を中心とした
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一
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二
一
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（
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）



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
一
五　
（
二
一
五
）

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
層
の
調
査
面
積
は
小
さ
く
、

こ
れ
ら
の
壁
の
角
度
か
ら
考
え
る
と
、
同
一
建
物
の
建
て
替
え
に

よ
る
変
化
の
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
第
Ⅳ
層
の
亜
層
と

し
て
報
告
す
る
。

　

Ｄ
10
の
北
側
の
Ｄ
9
か
ら
は
、
グ
リ
ッ
ド
南
面
に
沿
っ
て
東
西

方
向
の
壁
Ｗ
753
が
出
土
し
た
。
Ｗ
753
は
下
端
を
検
出
で
き
る
ま
で

掘
り
下
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
四
段
石
が

積
ま
れ
て
い
た
。
壁
の
南
側
か
ら
は
、
小
さ
い
面
積
で
は
あ
る
が
、

石
敷
き
の
よ
う
に
平
坦
な
石
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
Ｗ
753
は
Ｗ
555

や
Ｗ
792
と
平
行
関
係
に
あ
り
、
お
そ
ら
く
Ｃ
10
出
土
の
Ｗ
578
と
繋

が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

Ｂ
／
Ｃ
11
の
Ｗ
743
の
東
側
に
は
大
き
な
攪
乱
が
入
っ
て
い
）
（
（
た
が
、

そ
の
撹
乱
の
下
か
ら
検
出
さ
れ
た
床
（
Ｌ
703
）
の
直
上
で
は
、
完

形
の
調
理
鍋
を
含
む
大
量
の
土
器
や
擂
り
石
（
下
石
を
含
む
）、

炭
化
物
が
検
出
さ
れ
た
。
Ｌ
703
の
標
高
は
、
昨
年
度
Ｄ
10
で
検
出

さ
れ
た
調
理
場
の
床
Ｌ
580
や
Ｌ
723
と
等
し
く
、
同
一
建
物
の
Ｌ
580

と
関
係
し
た
部
屋
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
遺
物
の
性
格
か
ら
す

る
と
、
Ｌ
703
も
調
理
場
の
続
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
第
Ⅳ
層
で
も
大
規
模
な
建
物
、
お
そ
ら
く
公

共
建
造
物
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
壁
は
ほ
ぼ
正

確
に
方
位
に
従
っ
て
造
ら
れ
て
お
り
、
地
形
に
合
わ
せ
て
建
設
さ

れ
た
第
Ⅲ
層
の
建
物
と
は
プ
ラ
ン
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
建
物

か
ら
は
、
昨
年
度
複
雑
な
図
像
が
印
刻
さ
れ
た
印
章
が
出
土
し
た

（
写
真
12
）
ほ
か
、
今
年
度
も
金
属
器
や
ビ
ー
ズ
が
出
土
し
て
お

り
、
包
含
し
て
い
る
土
器
も
大
量
で
あ
る
。
こ
の
層
の
年
代
は
、

土
器
や
放
射
性
炭
素
分
析
か
ら
前
一
一
─
一
〇
世
紀
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
お
り
、
今
回
出
土
し
た
土
器
も
そ
れ

と
合
致
し
て
い
る
。
非
常
に
遺
物
の
少
な
い
第
Ⅲ
層
と
比
べ
る
と
、

第
Ⅳ
層
は
生
活
面
を
保
っ
た
状
態
で
突
然
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
も
、
第
Ⅳ
層
か
ら
第
Ⅲ
層
へ
の
変
化
を
考

え
る
上
で
重
要
な
要
素
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

３
．
調
査
結
果
に
基
づ
く
時
代
毎
の
都
市
の
様
相
と

　
　

歴
史
的
意
義

　

上
述
の
通
り
、
今
年
度
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
お
け
る
発
掘
調

査
で
は
、
鉄
器
時
代
の
三
つ
の
異
な
る
時
期
（
前
一
一
─
八
世

紀
）
か
ら
大
型
の
公
共
建
造
物
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
構
造
も
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
の
生
活
面
も
明
確
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
下

で
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
記
載
に
基
づ
き
、
四
つ
の
時
代
毎
に
エ

ン
・
ゲ
ヴ
に
存
在
し
た
都
市
の
性
格
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
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写真10　第Ⅳ層大型建物の外壁　a：W（43（写真右側、西側から）b：W（86+（82（南
側から）

a

b



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
一
七　
（
二
一
七
）

写真11　E10の遺構　a：円形の石組み遺構（L（24）　b：「調理場」遺構よりも下層の
壁（W（（5）

a

b
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二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
一
九　
（
二
一
九
）

　

ａ
．
最
下
層
の
第
Ⅳ
層
で
は
、
鉄
器
時
代
Ⅰ
期
（
前
一
一
世

紀
？
）
か
ら
鉄
器
時
代
Ⅱ
Ａ
期
（
前
一
〇
世
紀
）
に
か
け
て
、
幅

一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
壁
に
囲
ま
れ
た
大
型
の
建
築
が
存
在
し
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
）
8
（
た
。
外
壁
に
関
し
て
は
、
西
側
部
分
と
南
側
部
分

が
検
出
さ
れ
、
特
に
南
側
の
壁
は
階
段
状
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
内
側
に
は
、
よ
り
細
い
壁
に
よ
っ
て
区

切
ら
れ
た
複
数
の
部
屋
が
存
在
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
に

「
調
理
場
」
遺
構
が
あ
っ
た
こ
と
は
昨
年
度
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

が
、
同
じ
性
格
の
遺
物
は
Ｃ
11
や
Ｅ
10
で
も
確
認
さ
れ
、
昨
年
度

出
土
し
た
Ｃ
10
の
遺
物
と
同
列
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ

れ
る
。
調
理
場
施
設
は
、
そ
れ
自
体
か
な
り
大
規
模
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、
本
調
査
の
調
査
面
積

は
小
さ
い
の
で
、
こ
の
建
物
の
全
体
像
は
あ
き
ら
か
に
な
ら
な
か

っ
た
が
、
こ
れ
が
大
型
の
公
共
建
造
物
の
一
部
で
あ
っ
た
こ
と
は

疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
層
の
遺
物
は
原
位
置
で
出
土
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構

は
突
然
破
壊
さ
れ
、
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
次
の
時

代
（
第
Ⅲ
層
）
の
遺
構
が
ま
っ
た
く
異
な
る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
お
そ
ら
く
異
な
る
人
々
の
攻
撃
に
よ
っ
て

こ
の
時
代
の
建
築
は
破
壊
さ
れ
、
そ
の
上
に
ま
っ
た
く
新
し
い
都

市
が
築
か
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
旧
約
聖
書
は
、
ダ
ビ
デ
に

よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
統
一
王
国
建
設
時
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
地
方
に

ゲ
シ
ュ
ル
と
い
う
国
が
存
在
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
Ⅱ
サ
ム

エ
ル
記
三
・
三
。
ヨ
シ
ュ
ア
記
一
二
・
四
─
五
も
参
照
）。
本
調

査
の
結
果
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
い
て
国
家
建
設
が
な
さ
れ
る
前

（
前
一
一
世
紀
）
か
ら
、
こ
の
地
方
に
こ
れ
だ
け
の
大
型
建
築
を

建
設
で
き
る
国
家
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ

が
ゲ
シ
ュ
ル
人
と
関
連
し
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
。

　

か
つ
て
Ｍ
・
コ
ハ
ヴ
ィ
は
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
を
聖
書
の
ア
フ

ェ
ク
と
同
定
し
、
そ
れ
は
前
一
〇
世
紀
に
ゲ
シ
ュ
ル
の
町
と
し
て

始
ま
っ
た
と
い
う
見
解
を
示
し
た
（K

ochavi 1991; 1992

）。
ま

た
、
コ
ハ
ヴ
ィ
は
、
ゲ
シ
ュ
ル
の
町
は
最
初
に
テ
ル
・
ハ
ダ
ル
に

前
一
一
世
紀
に
建
設
さ
れ
、
テ
ル
・
ハ
ダ
ル
が
衰
え
た
前
一
〇
世

紀
に
な
っ
て
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
中
心
が
移
っ
た
と
も
論
じ
た

（K
ochavi 1992

）。
し
か
し
、
本
調
査
の
結
果
は
、
テ
ル
・
ハ
ダ

ル
に
お
い
て
城
壁
と
倉
庫
の
あ
る
町
が
存
在
し
て
い
た
前
一
一
世

紀
に
、
す
で
に
エ
ン
・
ゲ
ヴ
に
も
強
力
な
都
市
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
別
の
ゲ
シ
ュ
ル
の
都
市
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い

る
ベ
ト
・
サ
イ
ダ
遺
跡
の
調
査
成
果
と
も
合
わ
せ
、
ゲ
シ
ュ
ル
王

国
が
ど
の
よ
う
な
政
治
形
態
を
取
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
上
で

十
分
考
慮
す
べ
き
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
層
か
ら
は
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
も
ゲ
シ
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（
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ュ
ル
人
の
性
格
や
物
質
文
化
を
理
解
す
る
上
で
貴
重
だ
と
考
え
ら

え
る
。
す
で
に
筆
者
の
一
人
は
、
調
理
場
遺
構
か
ら
出
土
し
た
大

型
で
複
雑
な
宗
教
図
像
が
描
か
れ
た
印
章
を
分
析
し
、
新
ヒ
ッ
タ

イ
ト
文
化
の
影
響
を
論
じ
て
い
る
（
杉
本
二
〇
一
一
）。
本
年
度

の
調
査
で
は
、
さ
ら
に
金
属
製
品
や
ビ
ー
ズ
等
の
装
飾
品
が
出
土

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
も
こ
の
時
代
の
文
化
を
理
解
す
る
上
で
興
味

深
い
資
料
で
あ
る
。

　

ｂ
．
第
Ⅲ
層
で
は
、
テ
ル
北
西
斜
面
に
大
規
模
な
土
盛
り
工
事

を
し
て
基
礎
を
造
っ
た
大
型
建
物
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
建
物
は

防
御
の
役
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
独
立
し
た

公
共
建
造
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
東
側
部
分
に
は
攪

乱
が
深
く
入
っ
て
お
り
、
遺
構
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
こ
の
層
の
建
築
は
第
Ⅳ
層
の
建
物
を
壊
し
て
異
な
る
プ
ラ
ン

に
則
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
、
ま
っ
た
く
新
し
い
町
が
建
設

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
）
9
（
る
。
ま
た
、
こ
の
建
物
に
は
改
築
の
跡

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
そ
れ
を
必
要
と
す
る
ほ
ど

の
期
間
継
続
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
遺
構
か
ら
は
出
土
層
位
の
確
実
な
遺

物
が
少
な
く
、
年
代
を
決
定
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
い
。
直
上
ま

で
攪
乱
が
入
っ
て
い
た
箇
所
が
多
い
せ
い
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く

廃
棄
さ
れ
た
時
点
で
か
な
り
の
も
の
が
持
ち
去
ら
れ
た
た
め
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
は
、
日
本
の
合
同
調
査
隊
が
検
出
し
た

列
柱
式
建
物
で
も
遺
物
が
極
端
に
少
な
か
っ
た
状
況
と
比
較
で
き

る
か
も
し
れ
な
）
（（
（
い
。
し
か
し
、
第
Ⅳ
層
が
ほ
ぼ
確
実
に
前
一
〇
世

紀
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
次
の
第
Ⅱ
層
が
前
八
世
紀
の
遺
構
で
あ

る
の
で
、
こ
の
層
位
は
前
九
世
紀
を
中
心
と
し
た
も
の
と
考
え
て

間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ヘ
ブ
ル
語
聖
書
で
は
、
ダ
ビ
デ
の
治
世
以
降
ゲ
シ
ュ
ル
に
関
す

る
言
及
は
見
ら
れ
な
く
な
）
（（
（
り
、
ゲ
シ
ュ
ル
は
南
下
し
て
き
た
ア
ラ

ム
の
支
配
下
に
入
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
マ
ザ
ー
ル
ら
に
よ
る
発

掘
調
査
で
は
、
第
Ⅲ
層
（
前
九
世
）
（（
（
紀
）
か
ら
ア
ラ
ム
語
の
銘
文
の

刻
ま
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、
そ
れ
以
前
に

ア
ラ
ム
の
支
配
下
に
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
層
の
建
築
は
ア
ラ
ム
人
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
、
ダ
マ
ス
カ
ス
以
南
の
鉄
器
時
代
の
遺
跡
は
ほ
と
ん
ど
発
掘

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
遺
構
は
最
初
期
の
ア
ラ
ム
・
ダ
マ
ス

カ
ス
の
文
化
を
知
る
上
で
重
要
な
遺
構
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の

層
か
ら
は
、
テ
ル
・
ハ
ダ
ル
や
テ
ル
・
キ
ン
ロ
ー
ト
な
ど
の
遺
跡

で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
沿
岸
地
方
の
遺
跡
に
独
特
な

ア
ン
フ
ォ
ラ
形
の
貯
蔵
壺
も
出
土
し
て
い
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
の

遺
物
は
周
辺
遺
跡
と
の
関
係
も
含
め
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
そ
の

性
格
を
あ
き
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
二
一　
（
二
二
一
）

　

ヘ
ブ
ル
語
聖
書
（
Ⅱ
列
王
記
二
〇
章
な
ど
）
に
は
、
一
時
イ
ス

ラ
エ
ル
が
こ
の
場
所
を
攻
め
落
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
は
考
古
学
的
に
確
認
は
で
き
な
）
（（
（
い
。
し
か
し
、
Ⅰ
列
王
記
二

〇
・
三
〇
で
、
敗
走
し
た
ベ
ン
・
ハ
ダ
ド
が
「
城
壁
の
あ
る
町
」

ア
フ
ェ
ク
に
逃
げ
込
み
、
そ
の
城
壁
が
崩
れ
て
滅
ん
だ
と
記
さ
れ

て
い
る
点
は
興
味
深
）
（（
（
い
。
今
回
の
調
査
で
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
土

盛
り
工
事
を
伴
っ
た
大
型
建
物
は
テ
ル
の
周
囲
に
そ
そ
り
立
つ
防

御
施
設
と
な
っ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た

は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
日
本
の
合
同
調
査
隊
が
発
掘
し
た
ケ
ー
ス

メ
ー
ト
式
城
壁
が
、
こ
れ
ま
で
イ
ス
ラ
エ
ル
で
検
出
さ
れ
た
中
で

最
大
幅
を
誇
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
う
し

た
防
御
施
設
の
印
象
が
こ
の
記
事
の
背
景
に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

　
ｃ
．
第
Ⅱ
層
で
は
、
調
査
区
の
北
側
部
分
が
全
面
的
に
漆
喰
の

床
で
覆
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
東
西
南
北
そ

れ
ぞ
れ
一
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
広
が
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
こ
の
漆
喰
の
床
は
、
漆
喰
の
層
と
土
層
を
二
重
に
重
ね

て
造
っ
た
上
質
な
も
の
で
、
そ
の
間
に
は
排
水
溝
も
据
え
ら
れ
て

い
た
。
お
そ
ら
く
公
共
的
性
格
の
強
い
中
庭
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
）
（（
（
る
。

　

こ
の
漆
喰
敷
き
の
中
庭
の
南
側
に
は
、
い
く
つ
か
の
建
築
が
確

認
さ
れ
た
が
、
第
Ⅳ
層
や
第
Ⅲ
層
の
建
築
と
比
べ
る
と
貧
弱
に
造

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
層
か
ら
出
土
す
る
土
器
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
北

部
の
鉄
器
時
代
Ⅱ
Ｂ
期
末
に
典
型
的
な
土
器
で
、
ア
ッ
シ
リ
ア
に

よ
る
襲
撃
直
前
の
前
八
世
紀
の
層
と
考
え
て
間
違
い
な
い
と
思
わ

れ
る
。
日
本
の
合
同
調
査
隊
の
層
位
と
関
連
づ
け
る
と
、
第
Ⅲ
層

を
下
層
列
柱
式
建
物
、
第
Ⅱ
層
を
よ
り
小
型
の
上
層
列
柱
式
建
物

と
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
層
の
遺
物
を
詳
細
に
研
究
し
、
吟
味
し
た
い
。

　

ｄ
．
第
Ⅰ
層
の
遺
構
に
関
し
て
は
、
今
年
度
の
調
査
で
初
め
て

確
実
な
床
と
土
器
を
伴
う
建
物
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
昨
年
度
ま
で
に
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
第
Ⅰ
層
の
壁
が
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
り
、
そ
の

時
期
に
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
か
な
り
の
居
住
が
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
）
（（
（
た
。
調
査
区
の
南
側
に
も
、
一
応
第
Ⅰ
層
に
帰
属
さ
せ
ら

れ
る
壁
が
い
く
つ
か
検
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
残
存
状
況
は
よ

く
な
く
、
性
格
も
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

漆
喰
の
床
の
下
の
土
層
の
堆
積
は
、
鉄
器
時
代
の
層
（
第
Ⅱ

層
）
に
至
る
ま
で
か
な
り
の
深
さ
（
一
メ
ー
ト
ル
以
上
）
が
あ
っ

た
。
し
か
し
、
明
確
な
遺
構
は
認
め
ら
れ
ず
、
土
器
も
ヘ
レ
ニ
ズ

ム
時
代
か
ら
鉄
器
時
代
の
も
の
が
混
在
し
て
い
る
の
で
、
本
報
告

で
は
第
Ⅰ
層
の
中
に
含
め
て
い
る
。
ペ
ル
シ
ア
時
代
の
土
器
も
か
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（
二
二
二
）

な
り
の
量
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
代
の
居
住
は
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
が
、
あ
き
ら
か
に
ペ
ル
シ
ア
時
代
に
属
す
る
と
判
断

で
き
る
土
層
や
遺
構
は
存
在
し
な
い
。

４
．
ま
と
め

　

以
上
概
観
し
て
き
た
通
り
、
二
〇
一
一
年
度
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺

跡
に
お
け
る
発
掘
調
査
で
は
、
鉄
器
時
代
に
三
つ
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

〜
ペ
ル
シ
ア
時
代
に
一
つ
、
明
確
に
区
別
さ
れ
る
建
築
層
が
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
三
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
三
年
目
に
ふ
さ

わ
し
く
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
地
域
に
お
け
る
都
市
の
発
達
史
を
理

解
す
る
上
で
重
要
な
編
年
的
枠
組
み
を
捉
え
た
と
い
え
る
で
あ
ろ

う
。

　

南
レ
ヴ
ァ
ン
ト
地
方
で
は
、
鉄
器
時
代
Ⅱ
期
の
初
め
か
ら
、
イ

ス
ラ
エ
ル
王
国
を
始
め
複
数
の
新
し
い
王
国
が
建
設
さ
れ
た
が
、

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
地
域
で
は
、
そ
れ
に
先
駆
け
前
一
一
世
紀
か
ら

す
で
に
大
き
な
公
共
建
造
物
を
伴
う
都
市
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
変
化
に
は
、
ゲ
シ
ュ
ル
王
国
が
関
係
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
詳
細

に
出
土
資
料
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
後
こ
の
都
市
は
、
鉄

器
時
代
の
間
に
少
な
く
と
も
二
回
全
面
的
に
建
て
直
さ
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ム
人
の
活
動
と
の
関
係
も
含
め
、
今
後
そ
の
原
因
を
厳
密
に

検
討
す
る
価
値
が
あ
る
。
本
報
告
に
は
、
ま
だ
土
器
等
の
出
土
遺

物
の
検
討
が
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
物
質
文

化
を
理
解
す
る
上
で
、
こ
れ
ら
の
検
討
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
。

今
後
、
三
年
間
の
発
掘
調
査
の
最
終
報
告
の
作
成
に
向
け
て
、
こ

う
し
た
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
い
。
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杉
本
智
俊　

二
〇
〇
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エ
ン
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イ
ス
ラ
エ
ル
）
の
成
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エ
ン
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四
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〇
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「
ゲ
シ
ュ
ル
の
地
と
新
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文
化
」
月

本
昭
男
他
編
『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
─
発
掘
成
果
報
告
一
九
九
八
─



二
〇
一
一
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査

二
二
三　
（
二
二
三
）

二
〇
〇
四
』 

リ
ト
ン
、
一
九
五
─
二
三
八
頁

杉
本
智
俊　

二
〇
一
一
「
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
出
土
の
宗
教
的
モ
チ
ー
フ

の
描
か
れ
た
印
章
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
五
四
巻
第
一
号
、
四
三
─

五
八
頁

杉
本
智
俊
・
間
舎
裕
生　

二
〇
一
〇
「
二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺

跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査
」、『
史
学
』
第
七
九
巻

第
一
・
二
号
、
八
七
─
一
一
四
頁

杉
本
智
俊
、
間
舎
裕
生　

二
〇
一
一:

「
二
〇
一
〇
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ

遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
に
お
け
る
発
掘
調
査
」『
史
学
』
第
八
〇
巻

第
一
号
七
一
─
八
九
頁

長
谷
川
修
一　

二
〇
〇
九
「
ア
フ
ェ
ク
（
列
王
記
上
二
〇
章
、
下
一
三

章
）
と
エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
同
定
」
月
本
昭
男
他
（
編
）
二
〇
〇
九　

『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
─
─
発
掘
成
果
報
告　

一
九
九
八
─
二
〇
〇

四
』
リ
ト
ン
、
一
八
三
─
一
九
四
頁

牧
野
久
実　

二
〇
一
一
「
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
出
土
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
土
器

─
二
〇
〇
九
年
度
再
発
掘
Ｈ
地
区
資
料
を
中
心
に
」『
オ
リ
エ
ン

ト
』
第
五
四
巻
第
一
号
、
一
五
八
─
一
八
一
頁

註（1
）　

本
報
告
は
慶
應
義
塾
大
学
次
世
代
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
及
び
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

（
Ｂ
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
発
掘
調
査
自

体
は
次
世
代
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
金
で
行
い
、

出
土
品
の
記
録
、
分
析
等
に
は
科
学
研
究
費
補
助
金
を
用
い
た
。

（
2
）　

特
に
Ｂ
／
Ｃ
13
の
一
部
と
Ｄ
12
の
表
土
は
人
力
で
掘
る
の
が
不

可
能
な
ほ
ど
に
硬
質
で
あ
っ
た
た
め
、
削
岩
機
を
使
用
し
て
表
土

を
取
り
除
い
た
。

（
3
）　

こ
の
壁
に
対
し
て
は
昨
年
度
Ｗ
638
と
い
う
ロ
ー
カ
ス
番
号
を
付

し
た
が
、
今
年
度
精
査
す
る
に
際
し
て
改
め
て
番
号
を
付
し
た
。

（
4
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
Ｂ
・
マ
ザ
ー
ル
も
Ａ
13
で
検
出
し
た
壁

に
つ
い
て
同
様
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。M

azar et al.: 15

参
照
。
こ
の
工
法
は
、
日
本
の
合
同
調
査
隊
（「
聖
書
考
古
学
発
掘

調
査
団
」）
が
テ
ル
東
端
で
発
掘
し
た
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
と
も

似
た
点
が
あ
る
が
、
そ
の
比
較
は
改
め
て
行
い
た
い
。

（
5
）　

昨
年
度
ま
で
の
初
期
報
告
（
杉
本
・
間
舎　

二
〇
一
一
）
及
び

そ
こ
か
ら
出
土
し
た
ス
タ
ン
プ
印
章
に
関
す
る
論
考
（
杉
本　

二

〇
一
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）　

た
だ
し
、
こ
の
遺
構
に
関
し
て
は
、
Ｌ
580
が
取
り
つ
く
二
つ
の

壁
（
Ｗ
554
、
Ｗ
555
）
の
下
場
の
標
高
が
異
な
り
接
し
て
い
な
い
こ

と
や
、
Ｃ
10
か
ら
出
土
し
た
炭
化
物
や
植
物
遺
存
体
と
Ｌ
580
の
関

係
を
ど
う
考
え
る
か
な
ど
、
未
解
決
の
問
題
が
あ
っ
た
。

（
（
）　

こ
の
攪
乱
に
よ
っ
て
Ｗ
633
も
破
壊
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）　

こ
の
時
代
の
層
は
、
Ｂ
・
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
の
最
下
層
（
Ａ

地
区
第
Ⅴ
層
）
で
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
始
ま
り
は
彼
ら
の

想
定
し
た
年
代
よ
り
若
干
早
ま
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
日
本

の
合
同
調
査
隊
の
発
掘
で
も
、
こ
の
時
代
の
遺
物
が
存
在
す
る
こ

と
は
す
で
に
杉
本
が
指
摘
し
て
い
た
（
杉
本　

二
〇
〇
五
）。
下
層

列
柱
式
建
物
の
下
で
確
認
さ
れ
た
ロ
ー
カ
ス
510
が
こ
の
層
位
に
当

た
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
相
互
の
厳
密
な
層
位
学
的
検
証

が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
9
）　

テ
ル
周
囲
の
防
御
施
設
が
第
Ⅲ
層
の
建
設
と
い
う
こ
と
に
な
る

と
、
第
Ⅳ
層
の
町
に
市
壁
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
と
な
る
。
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二
二
四　
（
二
二
四
）

た
だ
、
検
出
さ
れ
た
大
型
建
物
を
見
る
と
、
市
壁
が
あ
っ
た
と
し

て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
Ｂ
・
マ
ザ
ー
ル
ら
が
第
Ⅴ
層
で
検
出
し

た
中
実
壁
が
こ
れ
に
当
た
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
関
し

て
は
今
後
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

（
10
）　

興
味
深
い
こ
と
に
、
日
本
の
合
同
調
査
隊
が
発
掘
し
た
列
柱
式

建
物
も
こ
の
層
の
建
築
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
。

（
11
）
た
と
え
ば
、
Ⅰ
列
王
記
二
〇
章
や
Ⅱ
列
王
記
一
三
章
の
戦
い
で

は
、
ゲ
シ
ュ
ル
が
期
待
さ
れ
る
の
に
言
及
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。

（
12
）　

発
掘
者
の
年
代
に
よ
る
と
、
前
八
八
六
─
八
四
一
／
八
三
八
年

頃
。

（
13
）　

第
Ⅲ
層
と
第
Ⅱ
層
に
は
、
建
て
替
え
作
業
が
確
認
さ
れ
る
の
で
、

こ
れ
ら
の
ど
れ
か
が
政
治
的
変
化
と
関
連
し
て
い
た
可
能
性
は
否

定
で
き
な
い
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
は
何
も
な
い
。
聖
書
記

事
の
史
実
性
を
受
け
入
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
な

変
化
が
建
築
上
の
変
化
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
確
か
で
な
い
。

（
14
）　

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
と
ア
フ
ェ
ク
の
同
定
は
確
実
で
な
い
。
Ｙ
・

ア
ハ
ロ
ニ
（19（9: 335, 344, 381

）
や
コ
ハ
ヴ
ィ
（1996

）
は
そ

の
よ
う
な
立
場
を
主
張
し
て
い
る
が
、
状
況
証
拠
の
み
に
立
脚
し

て
お
り
、
聖
書
記
事
の
史
実
性
の
問
題
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
反

対
意
見
と
し
て
、
長
谷
川　

二
〇
〇
九
等
）。
し
か
し
、
仮
に
こ
れ

ら
の
聖
書
記
事
が
歴
史
的
事
件
を
反
映
し
て
い
な
か
っ
た
と
し
て

も
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
ア
フ
ェ
ク
は
強
力
な
城
壁
の
あ
る
町

だ
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
物
語
が
記
さ

れ
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

（
15
）　

昨
年
度
ま
で
の
調
査
で
は
、
第
Ⅲ
層
と
第
Ⅱ
層
の
関
係
が
不
確

か
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
の
調
査
で
三
層
見
つ
か
っ
て
い
た
漆
喰

の
層
の
最
上
層
の
も
の
が
第
Ⅱ
層
の
床
、
中
層
の
も
の
が
そ
の
基

礎
、
最
下
層
の
も
の
は
、
よ
り
限
定
さ
れ
た
範
囲
に
だ
け
し
か
認

め
ら
れ
ず
第
Ⅲ
層
と
関
連
す
る
こ
と
が
解
明
で
き
た
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
全
体
と
し
て
整
合
性
を
も
っ
て
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
お

け
る
鉄
器
時
代
の
層
位
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。

（
16
）　

た
だ
し
、
牧
野
（
二
〇
〇
一
）
は
、
こ
の
層
か
ら
出
土
す
る
土

器
に
前
二
世
紀
以
降
の
も
の
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
を
す
で
に
指

摘
し
て
い
る
。
こ
の
居
住
は
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
途
中
で
終
了

し
た
よ
う
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
時
代
に
は
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
東

側
に
ヒ
ッ
ポ
ス
と
い
う
大
き
な
遺
跡
が
存
在
し
た
が
、
同
時
期
の

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
居
住
は
確
認
で
き
な
い
。
ワ
ル
シ
ャ
ワ
大
学

の
ヨ
ラ
ン
タ
・
ム
リ
ナ
ル
チ
ェ
クJolanta M

lynarczyk

は
、
ヒ

ッ
ポ
ス
の
外
港
が
エ
ン
・
ゲ
ヴ
で
は
な
く
、
そ
の
南
側
の
湾
に
あ

っ
た
港
周
辺
の
集
落
（N

un 1991:  11

参
照
）
に
移
動
し
て
い
た

可
能
性
を
指
摘
し
て
く
れ
た
（
個
人
的
な
会
話
）。
こ
の
湾
周
辺
で

発
掘
調
査
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ロ
ー
マ
時
代
の
土
器
片
は
か

な
り
採
集
さ
れ
て
い
る
。


